
メタン発酵消化液の変換技術の開発

１．目的 メタン発酵施設でバイオガスとともに生成される消化液は，窒素等の肥料
成分を含有し，そのまま液肥として農地還元することが最も望ましい利用方法と考え
られます。
しかし，消化液に含まれる肥料成分の濃度は薄く，例えば，窒素では約0.3%程度

です。このため，消化液の農地還元には輸送・散布に多くのコストと労力を要していま
す。本研究では，消化液の農地還元に要する労力軽減を目的に「消化液の変換技
術」の開発を行っています。言い換えれば，消化液中の肥料成分を濃縮し，消化液を
減量することを目的としています。

２．消化液中の窒素の抽出・固形化
消化液の脱水ろ液中の窒素分の大部

分を占めるアンモニア性窒素を抽出し
て固形化する技術を開発しました。

図-1に示すとおり全還流蒸留でアン

モニアを抽出し，二酸化炭素ガスと反
応させ固形化します。これによって窒
素濃度を数十倍に濃縮することができ
ました。

３．農地土壌への炭素貯留の展望
前項の方法でアンモニア固形化物を木

炭等の炭化物に添着することが可能で
す。同処理を経た木炭（窒素添着木
炭）を農地還元することで，農地土壌
に炭素貯留効果が期待できます（図-2
参照）。
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図-1 消化液の濃縮技術(DAF法)
※DAF : Direct Ammonia Fixation
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図-2 農地土壌への炭素貯留の展望
※DAF-C : Direct Ammonia Fixation on Charcoal
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